
発 破 の 要 鮎

骨 Jl 安 藤 llJ,( 爽

は し が き

nt石蟹故は松雄多酪 1懸此容として1m せられた態にして何噂鮭汎 mi坤的連取法

の刑鮒 iけられた恐妻壬もなくDつgiFLりrlJjな指呼乃至研究摂'甥のr紹 せぬことを甚だ退tfE>

とする次鉱である

以下作粟現場に於ける世故柵 を茨材としこ,三の参考脚 にl倣 した 先王蔚古家

の叱正と祝粟諸氏の討益を典へられ本稿が順次改訂されてrl木的虫酸への一つの卿 iと

ならは輩東の先帝之に泣ぐるものはない

日 次

現代讃取法の不仲の搬

惣破戒餅の位妨

穀類五割甘公式の甘木肺作

抗ゞざj.ul

は由孔 (.械斗孔)

載少抵抗螺の惣胡

Tt行孔と軌約才L

S 巧守千孔とた触斗孔の抵抗比

9 穀類止の限弟L

IO 横取孔のtよt栓及lrl皮

11 騨乱れ粟

12 心挨惣故の輪廻l缶切

13 破前の手朋

1･ 現代 鞍破 法 の不 倫 の鮎

欧米及H木などでも蚊も多 く行はれてhると見らる1敬破汝には末1Jl弼勅の如 く理論が伴は

ナ邸に-ウザ-公式とそれに岩石係赦及i碁薬師毅の収載 を輿へて73るに過ぎなvt 芳 し比の儲

穀が 1JlJ重 3 を輿へておき梢純な肝井韮礎を示 してなけLLば正に必盟丑の 3倍の薬丑が荘

吠される危険がある それは軸初-,ニIElの釈駿的小憩故には射､脚の衣料 となるが述競作兼に

於で,蘇れ 能率及気先を耶一銭 とするJ恭敬故 として比茂多不仰の感あるは免れない 換言

すれば-敬蚊のi暴故谷相 を制約すべき溌多の婆頚に妖 くる鳥めギ悩 性に乏しレ､所謂十人+A

でTFT梢の展小で･安全琶破総監まれ.+,坑JJlでは集束を節減 し仙 lLつ槻庇rz.畑地を伸長せしむる

-1-LRpt'に苦 しむ次第である

-ウザ-公式 と菅位の施11

-ウザ-公式 と尖れ上岩不快Jk及臓 係毅を知って,常態作発の米越に虻田IL如何なる疑念

と囚婆にi曲遇するか二,三の例を歩けて見る

L=/(n)c9 Ill

(1) 呆㌻前の爆破は松神腰背丑にして凶 1に於て

エコ,一=1なる時とする
1V

今放小抵抗綴 目'が大 とな Z)盤凝血 L は上式に
於て倍に5割堵 しとなったj差合に,之れを如何なる

形状及大きの重量に袈lnすべきであらうか,穿孔敬 二 一
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較ならIf孔1屯を炎の姐として孔探凡そ製薬長の3倍他に碓Iiして公印するものか或は孔鐙をど

の扱鮭に太 くして生卵すべせか

(2)並難点さ-一兎であれば辞孔722,仏典艮及孔掛 士こルを勝手にjilめてもIFI3-の頒解が起

るであらうか

(3)岩石終Jtを定むるに懲 り斗一･日的面にても二｢油 IdhTにてら亦白山bJの状純,形款を弟濃

に入れざるも,盤集魚が不巣であれば採石丑は常に一党であらうか 嬢甘すれば坑外威令の岩

荊哉虹と坑内の心攻と沸ひ管叙などでは托石見は著しく祁娃し経って クなる 1m'首の耗石

よは骨炎輿なる紙を取るではなからうカー

(4)同一砦Jh-にそもは敵方rF'[】により虫類二生に墓苑ある1年{･,それはjLL石玉東の影帝に班るも

ので下向き,上向き,水欄 破では上向きは丑も不利で,鎌LIJの坑止糾蟹に於ても特へ懲髄が

Jltも孔尻の多いのを見てもLl))かTl所であらう これも出女且に脱稀するでなからつか

(5) 自dT附こ封するg札IIJdEを任脇にjiZめても同一は船 よ起るであらうか71F:仙 南Iに壬け

るヤ行孔と柳斜孔 とのはq{))に及ぼす脚遭Ii如何なるr告期俵を11するか

(6) 沸ひ朝敵に放ける4t-二日巾pdLに封する托抗比はtll何にjCLEむるが有利であるか これは

穿孔良を淀むる上に州懲ITL船田=Fとなるではたからうか

(7) 同じ栄石で もjj-rlの方向と逆目の方向では恰も丸太を純に剃るのと横に叩切るとの柏

進を生じ,蔑見と珠Tf丑の仙 二相食の聞きを生T･ることが明かであらう

(8) 共の他隊ia及耽止取払に在 りては穿孔径と帝位軌tB鉱物と払方,穿1L配伍と穿孔77払

ZZt火方法とか火耶11:,孔確と戦鵬孔rMのEJf接,璃純株集の振起等槍肘を加-らるべき菰野案件

が無穀にある

以上略詮した如 くHnL心細鼓の成典を司配する図1･は東萩に4:ろ Itn]して爪に理想的の懇戟yJ

五節所的噺2けこるには之等無款の因子が東と適の催件に於で軌立てられた敬政司liEEでたければな

らたい lLつjC-の鷹行 も冊JJ,に,Sf,少なく,手取斗 く然もfL-上i)は14LEl.のものでたければ=L:潔
倍化あるものとは云はれない これに上って見るもノ､TL/サー公式上敷項の施行上の法敵 では

如何にIJ,r始的作衣に払るかがAl.憶に稚 くないであらっ

2･ 窪 破 成 扶 の 偉 劣

何故山の敬- 射し指呼- で- f;1･,.,J音の- 弓 ～与 ･E減少し･-硬- 2ペ

倍の採石丑が紺らLL,然 も過行が2～3倍伸び.穿孔軌 壬が ‡ htまで切下げ柑るか 9

一失に例示 した升槍炎はほんの通りがか りQT,有合せの胡Flで)とlrur'･7-切朋の比梗成砧である

が,懲鼓に関する各因子を息動nして Il旧 3周とriiは･TLみて訳桧と改良を施せば-Ziの赦守ll

a)は造かに布利恵恐n1.1こ5a:き戦故が糾す柑られるであr'う

IEJの苛政はlpl故)攻防がtiLらぬれ 耶一に各yL並別のIia磁計並が制蛾されて女らない 只加rW

に合せた解 し配位魂があるが,PW A衣10に示す如き糾 Lの†地 ,方向放深さを崩壊に研究

されたものがたい また大柿軸木てわでも邪が非で‖ 1並流りの卯 Lをする阿品な方鼓を掛 サ

てゐぬ その舟 こ敬掛 3:.ULitでにか lらたtJl 攻にL]Jの敬依孔を相知Dllま生して捌恥 こ妾はして

ると鼠 2政次 3の如きもので城る乱嫌で.伺一銭報土に封L各敬磁子L紫のて′ト見旗抗操は粁



鼠 eしく相達し,それが3廉倍として公雄且が加増する枕孔ULばかり鼻をって少

しもi他行 しないのである穿孔敏也の第一ZKT件はH;]1I
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3･ 装薬Jt計算公式の軌 条作

曲にlま最小抵抗椀の飴lHu超せ ぬ乎舶久Ii起業‡鯉任Juの小顎似QT)掩紺に付述べ ることにす

ら

敬駁法の粒度をたすものとLて-.Jt邦ノ､rJサー公式其の他に示さるし如 く,紫鮎 Lri放り､紙
i/L繰 TFの 3采に比例すると云iLのである 即ち

T,=C TTr1

掛こCは.比例何穀で染LL石汲l生殺の蛾叔兆の他の惟刑が';4ると過った仇をとる 而して I一次
1Ilは甘適 kg,lll叉は L･,elLlで21はさる｣ものである

この公式に終れば,成る｣.)相 の花鵬磐を捷 1戟品で 1"一銭(卓するに 2kgの操業i:嬰 し

たとすれば -ikgのi暴漢にては ll･zt-の托石生が絡らる､ことを示す 但 L岩石及勝頼の挽桝

及共の他の陳件は通常に取ったものでなければならTIL,1,fl'.IjH･.式は叔小技杭塊が2倍となれ

ば生薬生は5倍iに忠相するとと告示 してhる

政に注丑を姿することはtt.例riL叔 C が前のを噛 敬qL{で硬め知 られて73ることで,さすれば

LL又仕 Lを典-て何れか他の一女求め縛るのである それ故 (1)滋集束の計37:公式は昧MLk

過常に取る二敬吸のIt畷帆を求むるのが瓜も現LjT的である (2)又二項鮎の比較帆である以上

との二改姓の芽打保仲は避難とJlt/N加t根非の他のrll日長に什ては比吸11り(相似AIl)に過食するを

ZaLする

(1) の場合に付紗IJlすれば,今ガi石,地業を同一とし非の他の催件を鳩首に蓮ん7TCi,ll'A

LI,ll'.なる二敬吸孔ありとする とれのは故状況が全 く期似して73るとすれば

JJ_ll]
一一両 , L=iLxTV3 1J=C "･-IJJ I Wll

が成立する それ故 L:の姐を吠段敬飯にて理想的な場合に付快め求めおけば他吐息々のAと小
抵抗嬢に謂常する 1Jが}Jtめられ.逆に ん が輿-られるとそれに洪禽する ITの牡が汁井に

班 り,Rめられるのである

(2) の場合に付設りけ れば故卓絶牡取扱中抵触 を兆にするこ磯故孔が過督促件Tlt凍ると

は岩石や媒染の壊滅の同一TLるは勿ih-,救難歪の形状及大岩,即ち孔襟及生薬長,孔7累又1一拍

l -



'm 大兵耳甘tt弟 3む 解 SI

Td)の凍=込敬呈 も同一対合に火々飽よ い )

り火書く,自由面の薮及その形状.追

物の脚 も同一,又自由面に封するq-

孔の絶世,方向も同一抜粋たるを東す

る 黙る時は近似の棚 にJJEる二項蔽

孔はrpl一状況の鼓戊が足る eJlち仰臥

AllTZ:地合する捷蔽孔を生 じ喋って破或 r-
岩石の捗勤 も薪似することになると云

■ .Tlふ新造裾へが及ぶのである これi･二セノント塊に相似示す川 r次の如 くである

L̀l;三tJEl I

IJl="lll(lLL,J は孔は)tV.三一川I

rl=TIT r[壬rJr
I)I=

rlD ql=ng凡て伽 3の 13佃は ^㈲ EJpト 低淑 "文娩大Lた形態をとる



'左 ir 数 故 01畢11 901

たる析研m]軸 を生するに充分な白山tAiの成さともする時である 雌 の心根敬俵が加Ytの成

典に去配され一哉鎖の畑地姥に成る推史の航扱あるのも比の即を乃膿に入れるからである､

N Jに於て比攻すらるべきこ鮎一卜孔と A及 13とし孔軽 Ll及 &.に作用する重版 t)C

.に P 及 PlとL.破局早位耐&に誘甘さLLる平均内患 )収 範頚断面tRを考へ二大の捕肘 が

唖出さLしろ.(475着砦石坂銘法耶 2ql令照)

｣｣ 三且 ; -̂
S lr SIlt'T

- ･ ∴ ･L与ごTl.･:.,
即 ち /一=S ll′̂' J'.=Slll/,Tr
比のJtは仰臥仙 こ適合する二舶～HLの抜髄-))と砿切断面的のは月終止である 攻に雄雌JJ掛と迫

JHL銀盤の卑他所馳 こ肋 く)Jを p とLI単板方向に改角な熊;Aの投射面iI火々 ^及 Jh とす

れば之串と生態 P及 J'.のFMには夷の朋綿が成立つ

Z' I,.1 p J

I-) ]711' pl ･1

拭って耐火は

.1-S IrL'/ ｣,=S,lr～̂1.l
とれ 上り

iL=S.lL生 J L= ･̂, とi･くと
Al SIIrl̂'t STlrl

J= マ 1r '̂l
此の式をtlf換-ると

1r=it.̂･,占

となり 11をAtXにするtSめには雅.'itの煉範方向に直角た投射部を出繁る文大きくLILつその

間逮t.tjl頼る文中にせ上と貞 ふことを故-る 換すすればm]相集卦こ於ては穿孔方rplはn山dl

に封Lやr171.を7rl制 とし欠礼梓をモ 士､とし糞雛 を延伸しても,J は大となるが Sが同

時に火となる巧め ll'IL犬とならない 廿通Tc.iの駆った敬称 こ彼らに弟IT<を伸ばす憩習I汀ある

那,それは誕51の分石がqE紳されるに止まり肝冊な切放雨が一向Pk増され十日:布にはならたvt

のである

比の ^=S ll'̂'Z公JCも l･=Clr3上倉汝すること二大の如 くして詮明し柑る 孔粍 ftを単

位にとLt.rf

.l=(Jx〃J, S='_>fJ⊥'J)

'Lr-A - -震 誌 x.-遭 汀xd･S

これriJt小悲放牧 tVが7L径 d にLtL殉することを示す

･大に滋兼圭 Lは兼旬でFLhにt排 の比玄 9を乗 じたもので

Lと7[=Px¶dyク=三フグxda
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比例f･tJ赦 女 ぐ とすれば

L=CdlとC LLZ

E!pら≡班明し柑ねの亡ある

二つの細似形IC於てIまJdl7月は対座過の1'柔にIt:例L,谷班はその3勅 こIt例-Tる故 I,=aIT''

l土製発見は推IT史に比例すると云ふことが.Lii司ミる

6･ 丑 小 姓 杭 鞍 の 意 義

雌 のl歩苛税魚が勃 JJ餅と沈偲)J餅を洗礎として証明し糾らる なゝらば榊5に示すLN埠雅史

が仁=ll曲 J177に対 し 90'よl)小なる成る

1rJ庶 b をイけ る41合に兼由Lり仁=11血に

屯1gた -̀rの方向と熊斜⊂'dulJな ･Jq方(.7)

と何れにJと鮫IhrL'.JtJkるか女神へ 附して, 叫
･rの-JJdraは拍 EIHA)に封するは耶投射dIl'が

小なるに和らi;比の方r占‖こ外)Jが肺t̂たと

きStも取成が｣塩l)劫 をことを功こに維FJけ る
のである

盤鮎 のId.校をLE凝さi･7'FとL,姫Ii:

放射融の肘 相 加 働 く鮒 を ¢ とすれ 軒
ば その孜朋 /一は次式にて炎はさる

T,=川′/Mlbq (n 持 5
攻に Il一に此PJ九両-の仏典の投射d]を裾へると前同株にして.これの企q弓7'lは攻jeに

て炎はされる
JJ,=川,IQ (2)

jL.軌 勺ノ)P及 Z',に対顔するガ.t石版枕1)を夫々 R 及 R,とし比伽 L穀を '̂.とすJuf.

砦不成功は之串封腹するノJの碍 Lを時起る故次式がJ&立つ

血に 1t'は湖-'J孔のAt′)､抵枕級に鵠禽L S l土投射面の用途炎を射 ます

JT=S TF ^'l

NL=SJTT'.̂'.
然るに S=2(mslnα+LL)lr ^'.

Sl三=2(JLJ+Ll)ll-- A-I

(1)式と (5)式久 (2)式と (tリ式の比をとり

)' 71Jd51nb 0

Zr 21r(7'▲さlHb+̀I) K.

l'1 'nE10 0

1～.I･jTVl(I"+'ll i,,

然るに

Il-=Ll.co旨(90'- i)= lrlS.)'L'

rL

-
-.I.

;



(H)式にこれを代入すると

ILIL ･tl.I-一一r､I･ .∫

LZI 21lr(7n+EI)KI

s';-b<1即ち l'が 9ud上J)I)､なる抱囲では

7"{tsulb > 州 ′Ls川LJ
2LrM slnb+Et)2日'(7'-+′T)

ll.Il

ePも南武の比掛 こ於て分子蛙等Lく,友達の分粒は′トたる肌をとる璃め上の不等式がJG立つ

依って

土二tr.
R Zr.

之れ抜単位岩石抵抗ノJに封する,基礎の割合を示すものにして禿鵬の方向として日中両にd_

角な "r(=1TT)の方向-紘"a(宏1lTl)の方向より破壊の起 りIJをを示してわる 即ち較感は II

を拭SIE値の軸として淋-r札を生じ易きことを示してゐる 而して傾斜角 b が大とたるに従ひ
q鮎 は 'に珪近し 叫 と 'zlの小側線が守谷られるのである

依って位小紙f)LL娘とはこれ邸多穀の蛭蚊方向中 川1F'>1 なるMJは n'(= TT')に萩も爆破が

起 り易いとの溝である ･･r鰍こ1汀ひ又はその肘近吐砦前抵抗が此小jこして,砿療蛙起 J)llき

滋味ではたい

7･ 平 行 孔 と 傾 斜 礼

拝ひ哉敬の平行札と心奴の傾斜孔の抵抗線m供を知るととは呪過敏舷に放資である

固 こ‖こ於て'直角とbllJ腔の略殊な場合を遥べたが一般に H/(収 と ('JIJ鹿をなす二穿孔に

付ても前項同按にして軟式が柑られる

宏-2.式慧 三両 ･君. <1'

崇-"."(票 浩 ,ll)JS. (2'

爆薬の粗動及分前の焚rl.ト にLて穿孔角皮を矧 こし,従って地小抜放班 1r及 11'.孔桂 一/

良 (T.,裟寮長 仇 及 叫 と兆にする二硬板孔に何てri蛸敢状況を川-とする馬めに珠,恥位岩

石抵抗に部する上紙 比は碍 しかるべきである 即ち

PL P!

RI R

依って (1)及 (l')式J:り

け/Ttq)]川 f7-sllJb

-111'('7151nL'+(i) 21111(7"lSlnb+ll.)

分母分子を S川nSIZlbで険 し

各生資長を札経の "倍に取れば

7Jmrldl+nL.dLllCOSeeQ

nlT'll(I.TIIlllldLIILltlqL-I/
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けl=1,LL, W1-7ZEl]

ll llLIL'I.7+lIIlIl17cow Ill.(I.+∫(,cost,CLJ (I.hl+ tllJSt･CLll
1r L"ld-'̀).十,,.I',lc(.脚む ,ILL+̀lcosecb-.I(.I+cY.SeCb)

今 "ll1=恥oとすれば円由附 こ平行孔 とな り他は わ角皮の穿孔 となる

H rl(lL+tns叫 (4)

rnして滋A#長は孔襟 l̀の H～12倍FZが舵 も有利 と云ほれるので今 1A=1-2 とすれば上式は

II11 LL.×13

LL 'E(ユ2+coSetlb)

虫で二項破孔の孔維等 しく rI=LL.なれば

1TIlI= ｣2+]co3m b (5)

(3)式 より粥駿惣鉱に上り求めた偵呼吸鎖の孔控 Ll穿孔角皮 山放牧小紙UL挽 1t･'を知 りイ也

の任恋の心杖なとの穿孔角皮 lJは他の婆張 11''及 /̀.を輿へて計許し榊らLL,また d.及 lI'

も炎 々他の二つを典へitば-大々刑_3Tよ 1)求抄柑る

又二敬鵬の故抗線が等 しければ 1l'コ LL'.にて

Ll 1.I

1 12+tlJSt･cb
(6)

(･'))式に上れば孔経 をr珂-とし,lLつ雌菜及岩石の故朝 もrロト に して38の他の促件 も通常に

収 J),1.J,1破居状況 も何級な中神孔 と blq鹿の二賛破孔の抵抗伐開旅を.示す もので京島硬乾に

fJeり何れか-IE凍ひか心抜かの祇航嬢 を知れば (.I-')式に上り他の戟鉄の城杭徐 を別井 して求め

られる

久 (6)式 上りは 1V-ll7.の畔郎暮ITnlに7ll行孔汲澱′ト競杭牧 と bIZJをなす二覆髄孔の-方 を

知 り他方の孔経 を淡め縛 られる また札経が熊なれば袈鮎 も裟染ま も過って氷 るの-:･あるL

以上の二公式の'Jl用lこ付方とも牲 t:{を嬰することは自由融のfLq挑及形肘 こして心経の口由両は

JLq塗も沸 ひ放助其の他 亡ヰかこ近 き磯似孔は著 しく新 病曲面拭 く殊に長尺榊の幼合Lj:,益 心々叛

などのE=llWは渦 1iP･往大 とZr..))て狭小を感ずるに量 るのである この膝件の如たる鮎を充分

に裾へねばならない

以上の如 く心奴 と棉ひ敬銭のh)き傾斜孔 と傾斜及傾斜孔 と勺.'rT孔の純綿式に於て角鼠 孔陸

3Lは叔小牧坑蚊 を,JEJL/る37:ヨ:は次の如 きものがある

ll111十eO!ecrL
ll lt+小ISeCi

rl/ u

TV 1.2+costLCLi

co-cca-川bCC90℡=lの時

iL "=12に取 ')し時
J̀

El=Ellの時

,'llE .2l c'.?sL,eh ..r-.Vlの時
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これ等鼻孔硬磁に井m允許式も悲観 とAi小姓抗娘の一般公式

1一己CHl3

とは端形何個のものである

即ち孔径 ,lをilEL位とすれば滋*長 一り=-"Lとな1)盤集且は鞘Ia削 †忙 Icu'の畑頚の取杜

即ち比丑,/を乗 じたものである

L-I1,=7711HE1
lJ】二㌔l.'叫

lJl (llこ

而して相似形をなす比較せらるべき2旭破礼にイlて紘

11'=TlJl1 1Vl=Trl̀LJ

とおき経る放上武より

IIコ 117
両=若 久･まま--ILTl

依って

I. LL'1

r;=7両 となる･帥 lJと0日J

此の孔襟と載′ト奴杭娘がjt例するもの放,次式

lt') Il+LXJ_QCIJ
ll Ill r05et tJ

Ji ''Tbたる時は

H Il1

日 .I
と合致するが ･･角及 む角の等しからざる時は前者のbl奴は 1なるに対 し後者は戎他のhi虫を

取 り 1lr.及 Il′之 dl及 (lとが比例することを示 して7)る 他の‡青井式も一般公式 L=CITTT'

に牡萌せざることを≡旺明し柑る

8･ 卒行孔 と傾斜孔 の抵抗比

亡･奴懲較孔の蕪虫部の自山部とたすJqは六なる程偵磁力r,'qに封する搬出和犬となHL尻を残

存すること少な くなるが,瀬秋用dL.を′トとするに従ひ孔尻の疎林多 く,速に垂-Eの陸磯に迷す

ると夜祭では成東が起らずして吹 くことが多い

この場合の姓盤面は孔袴のml両にLて放′ト駅を示す T叫ト f:3山田】の硬蚊一般には孔口のあ

るだ=白面に於てri袈数長を伸ばせば,鮎 は漸次臼山耐 こ接近 L IL'Ii小とたる篤め孔口方ifl

J:り見れば較塊は起 り裁 くたるが托石光井の他駐患状況が舞って氷ること扶持滋を姿する ま

た平行孔と傾斜孔は旋件が淋なる払 株市長茨は政状況郎 VLるは勿論'E-ある

傾斜孔は平行孔にIt:し低坑掛 ⊂什て何樫の差違あるかを知る為永121を杓げろ

吹 - T2-1｡蕊 .i
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なる式の Tl′-の他にして,11′を tとLlL峠のLt.蝉を示す

-3tl 紙状 般 比群叔
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h√nti16に於て Il一にr==LT市)の肋舌

鵜ひ管弘 1l')は妊枕t免と LJなるlFJ庇をイl-する川-孔6.の穿孔とする II

n炎は聾此孔に近さ 11と'.3.鐘は G刺 から 8刑も放枕絵を短 く取るべき告示L,兆の後lElLh;の相加にinLJL滞れ比壮大とTlり 10'より20̀過

は急勾配にて比利 土将大 し 25【{･-糾減 45oで 3分滅,()0'ではI獅･1分減に過ぎざるに亙る 映っ

て心椎孔は 15 から30qのILIJJこ於て加rlfの許す範的flt氷る丈 L'ylt大にすれば和利とたる

9･装 薬 長 の 限 界綻折的戦屯を企脚する上に滋恐山の限外

を知ることIi茄史であYJ･lt '̂1S･Ll', lS Ill彼のJtに於て 1rを大となし珠T;土を棉

ナ名めには塩物 1両 ^ 汲共の用退避 Sに放て,A は可成大にして Sは可成小なる集金を分水する.而 し

て .1及 Sは孔梓 LZJIBE報L{'II/とは女の粥齢 こ立つ故滋熊LirH='rI)と卸すば

Jコld S=2(lT+1n)･･一㌔,志

(-I姓簾長として丑 も大たる H に打勝つm]悶集まとしては東条を-･5izす

LLlr孔経 d と同一点の畿鮎 であるそれ故 .1放生集丑 Lに一足仇を保たしめ llを如 くして



安 激 戦 技 の IA 封 印7

上する C I土採石i ユ･r131.1～の軸 を袈はす

川 Jt及 (2)式の … に rl,叫 irI を代人し 11 及 Cの襲化の制合を求め胤

示すると蜘 7のbJlくなる叩Plの 1rri2LI上))Sll他道は可なり急勾配に相加するがそれ以上は曲蚊は捗

立ちとなI)ll-の付加帝は伐,少である 然るに乙はlの

滋発生に付ては S'L以上にたると巧くろ不妊折たJ._>迎なる難丑の棉JJFli._･示す rnlして必雛LT<の延長は孔口IB融の II′を穀鮒して凍石朱
を珂ナと云ふ和利な出もあ,3枚公衆足としては 5(∫-13'Iを標準滋鮎 としてゐる

101 鞍 破 事しの 位
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袈 ･3.Pl庇五井孔長別 lr,のJ8J:

､ 角 JE ▲ l.℡0mIJnα 1.和rr)xtAnα 1.93皿XL&nI

tAJl5'-00875 llLIpJ)1 13如Erl LSJ3eEn

t且rt】0.- .1768 91'_1 30J S17

tnJJIsロ- 2679 32LI JO5 483

IAn貯 - 瓜 10 13.6 648 655

袈tl を坑擁 Il■別井吐増加中 期地点=】20111)

幼 生 lr=JOcln TV-60cm FI'J70cm II'=SOc"

L)o m TL 1OEl I68 115

10EL 1100 ･350 3tq 190

15. 591 360 309 244

灯 918 5]8 LIr.2 32S

l什井例】

炎 爪の ll-1Ve川 の時 5'文人TlJLば相見 Il-▲=】｣2日‖となる y(つて垂横坑嬢は JUi･

1]ゴ=512cm とたり,弗丑と延i:L比

言 誤 ･告-'ifoi'-J-2】-
I,II

即ち蕪主は 5'の題ひで '1'13特も少く必することになる

炎 丁 孔17:=1511n

角 JE HJ=40cHl rl'=60cJll II-1 TO亡n JI~=gOcJ71

61 2,34 L83 167 1JSl

lC. 481 2.9S e.亡〇 三〉.03

1&. 8.Ⅰ3 165 400 181

20' lSn 675 5.65 8.(ね

4<8 才し流EJ､州目
角 LE Jr=･IOcm FL~=GOmll Ir-70cm rIE90cm

at' .'7:l 208 J27 L6.i

IOo l176 3.32 .103 2-lヰ

】5' 109 805 ･I廿8 3.12

=0' I&7 9_LT8 73 4e5

炎 Oより表 8進女親党するに硬分なるれ 孔綻小なる浅めカ.又は心枕孔に凍近して･lVを
小に取る域合は,yJ庶及絹地長の大たるに従ひ.組 は H'こ40cJl1に於て 213借 上IH 8I

倍迄の相生を見 TT一二70t･rLlの折で 】6倍より 丁3億進の棉B:を見る

瀬く耶 Lの位乱 角皮比較感故典に如何に砿大技i･有するか一見明蚊であらう_これにhq.

孔の札尻の不手芸ひも加はり釜Jt等閑iRい-1ざることが知ら)1.ち.

ll･穿 孔 作 手

整分粒の穿孔作兼が盤に柿打を典-ナスラスラと他行し,PlへちLL.たE3憤 りの位正,方向.



4' 胎 教 底 の gL 部 20g

招きqL_然も大数棟｣にでも尺曲もIH培九分皮?是も射 ます,放地に卯 LL柑るには如何lこすれば

h:いか これにJi粗々の方汝があらうが,その玉出及準例を示せば炎の如きものであらう

(1)窓先の控 硯功の欣況を沈潜 Lて成ると 1番巌,eFr払 3称aEと校 3mLLL落ちの長

%''の盤を使用してゐるのJこもしくttツト坪が不揃ひである 妖光は･Lr織目の耳例を示すもので

ある

炎 O qr薮 別 ビ ノ ト控
I k L1 .V lJ i J! ! 書 聖

′ 1 ヽ - ▲ ･ 一 ▲

ビット裾 か153 5eSl ･描47･tS ･lLI LZS16 15

･l･ れ 】L :･1 1 1 L. I Ll 11 l_I

糾 し経 打て抽rllLたどツトの経と次の藤並のビット桂が†生か 】""の丑にて廿通の鍵毅郎 L

では下ではl当持したい 然 るにJ･衣に示す如き津々洋少な緑の大岩では如何にして拭滑な整岩

横のrgl相法期待し柑よう れ 又【F'J⊂は玖L=大孔控の IWr監などには敷A:のPl庇が 901より銘

仙 こして磨滅し易 く.縦令作文にィ､通常なものも/aまれてわる

(ll) 藍岩出の仲旺及J勺庇 宅jIl.t掛まuq性状のコラムと7'-ムに批仙 Jられ,位怒及方IL''Jは多

くのネヂに絞 り臼/fである との鎌利ある銭めに ･両岨滑なる迷l廿をVJぐる峡王古を手きつ EhAL

てJEの地相そねr山(因として1･J人も繋上盤果糖 の方向が-致せぬ時に点ることは承知 し居る併た

るに冊 の作桑にはヂヤツ牛を肴占め他の多くのイヂを純血ナ串,髪jrl]L拙上盤のJq鹿が1de速へ

ば ItrlJ宅のIE光にて 116】mZlの方rHl樽換することが金紙 こ旺いてないやうである 117(連の如

く鰍 の穿孔では Ir'1TJaの笹を串1.ことから見れば辞孔開始後は抵触 こ･fヤツ年や才ヂの純

むしは禁物である 但し-qrボール トま:は一旺尺の聖の奴を老Lに締啓へは必弊て これとて巡

柑湘胎往暫 く調子を絶て固く締付ける如 くする 牙孔のIと伍とP収 の稀甘たる連 行と能や的な

らしむるやつ始めから駁計に杜込んで位 くのである

(3)穿孔配位 以上TrF逃せる如 く卯孔の†立位等の#孔配tEtは細めてjrt泌TLもの故凡有るJI成
上り松村を加-3(並廿らるべきである その癖glとしては北づ駅槍敬称 こtI川 輿へられたる搬

鞭と岩石に付て凪小紙抗 生発条を虫めr-1由雨の既納,形肋を考へ同 孔筏の糾 Lの位班,lrJ
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de.滞 さi･製札と才悌 上り丘める 而 して心技比重J)を棚注して必+･披 くや つ軌ノJたものに仕

畝士なければならない 前のil9は称に設計の哉方を配政明按 と兆に相げLものJZ:して,牙際

鵬 にて駅点 した もので も亦理金的に組立てしものでたい,

攻の明紳胡比切羽Idlより 80LLlLlの仏性にこれと平rlして仮免t切羽面を考へ中央にコラムを

立てた時の高さ及ほ乳 深 さを示す

(LI) 郷孔方沈 胤9及明細必 こ班 tHl:純な鄭孔をRErlする-JJ放班々あるべきも,7卿汗が 少の

.杭州1.雅としては別紙詮明胤 く解約)の如きその-In祉 よ,uI.nせられる

(･')) -【.JLBl托時弊レ ､ン7-にて梱った他用式に今 nの監#lL掛 こてiuることは良尺放生 と

維根を使用する尽め却って的梓を感する次第たるが7EL茨aLly耽姓など'で上く見る節である 然

談 10 穿 孔 配 tBPJl細 Ji

S さ 去 メ】 左ィ.L T

90cm 去イ】52crn 左右 16.

58 ;山 .H IL-tf lこ

戊
uE

E

孔
把

40

.

′

●

■

●

■

■

し神川の設計inりの冴孔には殆んど作並不可能である 加之比の-JJがJLての帆 こ於て並に有利

である それが馬めには鯉綬供用.i,-3(ガ揃 を盤唖する上に!打横の1淡を取桶へ牡 くことが必

滋である

12･心抜空砿の増強報項

捉止久は拡延の孔比環札に班るィ､〆ml土多く･じ1如､才かナれ増分でこれの宵智は範鵬が枚も膿

い~攻に之れが糊免方法と息糾せらる ､甜項を列砕すれば凡そ4､の凍 りである

n 33'孔ru】味

(1) At/トは洗娘を小とするとと

(2) 郷イUI嘘 を大とするとと

I3) 輝JL薮を相加するとと

(i) 鮮JLtP_i･棉人すること

(.'')㈲DjlTLi･棉すとと

(6) 熊鬼肺を近旗せLL･ること

(7) 孔IjLを一部に食合せ しむること



(t') 組合せ穿孔とすること

(D)組合せと抱合せ1)TJflするとと

(10) 前giの場合片側の組合竣破札を短 く且つ大き雅量とすること

(ll)心技穿孔の方向及低位を石臼又は62潤 を巧臆し雛 を釈みること

(】2J q'抜手軌 角型才払 朋翔等状況により史史すること

(13) 孔輿 孔笹の大小組合せ分孔すること

(】i) ビツI.笹に拝泊し教会部の孔操を小とせねこと

(1二)) 穿孔蕪宝部のS圧延を頼敬せぬ性腔にi封要せしむること

(16) 薪自由面を可J#Arくし且つ非の中央鰍 こ円山所に平71して穿孔を配思するとと

(17) 心枚の填坑線を中 Ll.に各辞孔の均頻を保たしも ること

(18)心技の穿孔作茸には細 孔のT-'I址.IL雌 .深さ,孔笹等紫も既設施行のこと

b 楼禦･及敬破牌旅

(1) 謎にWIノ)な煤菜を偵JT)すること

(._>) 穿孔径に項宜し基打を#･せねこと

(メ) 紳肋孔の経を太 くrLつす架くして他のJi#射 て接近せしめること

(4) 桜葉及jaL石の柾軌 非礼取 払雑長に称 じ込物超戊込物の聞きに依 l)柑WLkL刷ること

(5)7臨 斉敬を醗みること 1fiL心班方法t,心校と林LLl梓用とLた租食の詑別には井の山

考慮すること

(t目 抜頻,火‥T.:,ltは可JA*"L柁 使用のとと

(7) 謁J扱爆発又はや楼級の加にて媒迎t･識L･ること

(S) S耽貰r管の釈J71

(9) プライマーの位牡望吏

(10)石目及節理の方向により鵬射し易さ願rT:にか火すること

(]1)韻底哉酔 こ班))生類虫を火とすること 此の際分孔のTl!j鼠 平滑化を謝り故郷 こ也妖

質の牌 を使用する節技術に熟排せねと危険である

(12) 掘進長を大とせる韻食止卯 Lに 11枚,3段の盛菜を7J:し自由面のY,rl大に努むること

但し堵火線の虐凡 兼鄭 tJのF圧出汲JR鵜の功一汝等使用機 の縫頚及岩茄の†l封拙攻欣

Thlに班 i)充分研究の_ヒ確行のとと

(13) 机ひ肝用の心接に射してはは敵方r'77汲r'畑 恥の仇放,位IR及形状にiI'J)刊 5糾 すを軒t
みること

(ll) lも尺相の 2tn内外の群孔に封しては Ll段公邦及 2回硬軟の方法を缶tみること

(151 以上各棟方姓の粗食廿に上))茄も有利な心披班を確立すること

(16)心技懲駐合理化の岱め坑内那li勺を利用して別井韮礎となる試絵苛政を攻の如 くして1(

.;.こL

岩壁通常の伸餅に JHI.JJ.･孔を胤 10の如 く穿ち 1l′=60C"

ll'= L50C111

1r=4Dc])1

に取 り,生雛 は孔笹の S～12倍LZとし集光は各孔同一とし次式より言1掛 こ絞りプ梓められる



ヨZ2 火 難 塩 骨 患 部 3髄 節 Ji雄

‖′ 12 卜EoかさCb

11, 15

1L'zJ就寝中孔見鮒 の崩虫類に就て止過渡発と同梯l恥 TZl三校と 11′

り=大のダ/ブランの公式を利jflすれば-･尽便宜多い

ll

両
= TI.1'十11011 (ユ)

f (P'->ト Oil)' (2)

也に 111汲 L.性憤激波熊, Tl'及 LLは弟柴又は過鼓鞭の九主小抵

抗線とJli牡丑を示す

(177 岩石の私感淡JuとFIFL合し新市の煤押,孔尻の韻大汲破Jlの大

小,飛Jik,常軌 拍動輯 j:i)牌 の超新選鬼の市吟味

(1S) fjL内には硝11-系f雌 の存故及71J甘,堵火練の故仰†11濫搬 7崩

に上る性能減辿を脈に城めること




